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統合的な変革マネジメント

KPMGのチェンジマネジメントの方法論に基づき、計画的・統合的にアプロー
チをすることで、ステークホルダーが変革を円滑に受け入れ、期待通りの結果
を達成することを目指します。

KPMGが考えるこれからの働き方

業務目的の明確化とワークスタイルの柔軟化

ワークスタイルの変革を円滑に推進するためには、社員1人ひとりが、「優先
すべき課題」や「求められる成果」を明確に理解し、納得することが重要です。

業務の重点

従来の働き方 これからの働き方

• 形式や方法を重視
• 書類を作成することが目的化

• 成果達成、課題解決を追求
• ルーチン業務は自動化・省力化し、
付加価値業務に注力

人材 • 画一的な人財像が定着
（例：日本人・男性・大卒・年功者）

• 多様な人材を有効活用
（例：外国人・女性・若手・シニア）

コミュニケーション • 暗黙の了解
• 形式重視のコミュニケーション • 提案とディスカッションを重視

労働時間、場所
• 長時間労働を是とし、早く帰ることは「楽を
している」「無責任」という考え方

• 会社にいること＝仕事をしている

• 限られた時間で成果を上げることを重視
• 勤務時間や場所は柔軟に決定
• 紙の資料やPC設置場所にとらわれず、どこからでも同
じ業務を実施

職務定義 目標設定 評価

• ポジション別に業務目的、責務、対
応すべき課題、専門スキル等を記載

• 適時にメンテナンスされる

• 階層別の抽象度が高い定義
（または担当領域のみ記載）

• 長年メンテナンスされない

• 当期の優先課題を明示
（当期の組織目標を、職務定義を踏ま
えて落とし込み）

• 達成基準を明示

• 担当業務を網羅的に記載
• 達成基準が不明瞭

• 優先課題の達成度・実行度を評価
• 指標に基づく評価

• 中心化、好き嫌い評価
（評価基準が曖昧なため）

社員にとって「優先すべき課題」や「求められる成果」が明確になる
⇒ 成果達成に向けた創意工夫・効率化、リスクテイク・失敗受容、ワークスタイルの柔軟化が促進される

社員にとって「優先すべき課題」や「求められる成果」が具体化しない
⇒ 既存のプロセスを是とする考え方や、リスク回避・減点主義、硬直的なワークスタイル（長時間労働、対面コミュニケー

ション偏重 等）から脱却しづらい

従
来

今
後

施策の設計と導入計画の
具体化

周知フェーズ 具現化フェーズ 実現フェーズ 定着化フェーズ明確化フェーズ

ステークホルダーを把握
し、オーナーシップを構築

計画的な施策展開
／コミュニケーション

変革のモニタリングと
継続的改善活動

経営戦略を踏まえ、
変革ビジョンを明確化

 ワークスタイルのビ
ジョンを構想

 現行業務／環境調査
 ワークスタイル・リー
ダーシップ調査

 変革目標(KPI)の設定

 ステークホルダー分析

 変革リスク分析
 ステークホルダーへの
ビジョン伝達

 ステークホルダーのマ
インドチェンジ・スキ
ルアッププログラム

 迅速なプロトタイピング
と検証・効果測定

 設計／プランニングの過
程を通じた、ステークホ
ルダーとの関係構築

 従業員への計画的なコ
ミュニケーション、お
よびトレーニングによ
る、変革マインド・ス
キルの全社展開

 変革のモニタリング
（KPI測定）

 課題分析と継続的・持
続的な改善活動

KPMGの
フレーム
ワークを
活用

現場を直接観察し、
深い洞察を得る

ブレストで大量の施策
案を出す

素早くプロトタイプを作
り、検証する

能力準備意識明確 意思
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